
この写真は、ブリキでできた「園
えん

金
きん

」（園内通用金）と呼ばれる貨幣

です。国の隔離政策によって、ハンセン病療養所に半ば強制的に入

所させられた人たちは、所持金のすべてを保管金として施設に取り

上げられ、園内でしか使えない園金を使用していました。これは逃

亡などを防ぐ手段として行われたもので、園金を持つことは、ハン

セン病療養所の人間になることを意味しました。園金は、強制隔離

による人権侵害が行われていたことを、私たちに伝えています。

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
理
解
す
る

隔
た
り
の
な
い
社
会
へ

誤った差別と偏見が
 自由と尊厳を奪った。

星塚敬愛園内にあった火葬
場での葬儀（昭和 16 年）。
ほとんどの入所者の遺骨は
引き取り手がなく、亡くなっ
ても故郷には帰れなかった。

　ハンセン病は、患者の子や孫に遺伝
することはありません。

遺伝病ではありません

　ハンセン病は、ノルウェーのハンセ
ン医師が発見した「らい菌」という細
菌による慢性の感染症です。有効な治
療法がなかった頃は、顔や手足、視力
に後遺症が残ることもありましたが、
感染力が非常に弱く、飲食・入浴など
の日常生活では感染しません。

感染力の弱い病気です

問市保健相談センター　℡ 0994-41-2110
ハンセン病問題に関することなど

今も園内に残る火葬場（初代）の跡

写真提供：星塚敬愛園入所者自治会

国
の
誤
っ
た
隔
離
政
策

　
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
は
、
国
の
隔

離
政
策
に
よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
か

か
っ
た
人
と
そ
の
家
族
が
、
差
別
・

偏
見
を
受
け
て
き
た
問
題
で
す
。

　

６
月
28
日
、「
ハ
ン
セ
ン
病
家
族

国
家
賠
償
請
求
訴
訟
」
で
、
熊
本
地

方
裁
判
所
は
国
の
責
任
を
認
め
る
判

決
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
国

は
控
訴
を
断
念
し
、
７
月
24
日
に
安

倍
首
相
が
原
告
団
に
直
接
謝
罪
。
ハ

ン
セ
ン
病
の
元
患
者
だ
け
で
な
く
そ

の
家
族
に
ま
で
及
ん
だ
差
別
・
偏
見

を
国
が
認
め
た
こ
と
は
、
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
に
つ
い
て
国
民
が
改
め
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
差
別
・
偏
見
が

続
い
た
の
か
を
知
る
に
は
、
ま
ず
ハ

ン
セ
ン
病
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　戦後、プロミンという薬がハンセン
病治療に効果を発揮。現在は多剤併用
療法により、たとえ感染しても障がい
を残さず一般病院の外来治療で確実に
治すことができるようになりました。

確実に治る病気です

助
長
さ
れ
た
差
別
・
偏
見

　

明
治
40
年
に「
癩ら
い

予
防
ニ
関
ス
ル

件
」
と
い
う
法
律
が
で
き
て
以
降
、

昭
和
初
期
に「
無
ら
い
県
運
動
」
が

全
国
で
広
が
る
な
ど
、
ハ
ン
セ
ン
病

と
診
断
さ
れ
た
患
者
を
療
養
所
に
強

制
的
に
入
所
さ
せ
る
隔
離
政
策
が
国

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
が
出
た
家
は
真
っ
白

に
な
る
ま
で
消
毒
さ
れ
る
な
ど
、「
伝

染
力
が
強
い
・
怖
い
病
気
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
、
当
事
者
と
そ
の
家
族

は
差
別
・
偏
見
を
受
け
ま
し
た
。

　

世
界
各
国
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
の
隔

離
政
策
が
解
か
れ
て
い
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
昭
和
28
年
の「
ら
い
予
防

法
」
で
も
強
制
隔
離
政
策
は
継
続
さ

れ
、
平
成
８
年
に「
ら
い
予
防
法
」

が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
国
内
で
の
隔

離
政
策
は
続
い
た
の
で
す
。
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閉ざされた
　社会の中で

子
ど
も
を
授
か
る
こ
と

も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

上
うえ

野
の

 正
まさ

子
こ

 さん（92 歳）

隔たりのない社会へ　～ ハンセン病問題を理解する ～

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ハ
ン
セ
ン
医
師
が

　

ら
い
菌
を
発
見

「
癩ら

い

予
防
ニ
関
ス
ル
件
」
制
定

「
癩
予
防
法
」
制
定

星
塚
敬
愛
園
が
開
所

患
者
23
人
が
初
め
て
入
所

入
所
者
数
が
最
多
の
１
，
３
４
７
人

　
に（
年
度
末
）

米
軍
の
空
襲
で
入
所
者
７
人
が
死
亡

「
星
塚
敬
愛
園
患
者
自
治
会
」発
足

日
本
で
プ
ロ
ミ
ン
の
使
用
開
始

看
護
婦
に
よ
る
病
棟
看
護
の
開
始

（
以
前
は
入
園
者
に
よ
る
付
添
看
護
）

「
ら
い
予
防
法
」
制
定

皇
太
子
殿
下
・
美
智
子
妃
殿
下
来
園

夏
ま
つ
り
納
涼
大
会
が
初
め
て
開
催

第
３
回
全
国
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

　
大
会
で
星
塚
ヤ
ン
ガ
ー
ズ
が
優
勝

「
ら
い
予
防
法
」
廃
止

「
ら
い
予
防
法
違
憲
国
家
賠
償
請
求

訴
訟
」
で
原
告
勝
訴
・
国
が
控
訴

断
念
し
小
泉
首
相
が
謝
罪

敬
愛
園
内
の
火
葬
場
が
廃
止

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進　
　

　

に
関
す
る
法
律
」
制
定

星
塚
敬
愛
園
創
立
80
周
年
式
典

「
ハ
ン
セ
ン
病
家
族
国
家
賠
償
請
求
訴

訟
」
で
原
告
勝
訴
・
国
が
控
訴
断

念
し
安
倍
首
相
が
原
告
に
謝
罪

明
治
６
年

明
治
40
年

昭
和
６
年

昭
和
10
年

昭
和
18
年

昭
和
20
年

昭
和
21
年

昭
和
22
年

昭
和
28
年

昭
和
47
年

昭
和
53
年

昭
和
56
年

平
成
８
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
20
年

平
成
27
年

令
和
元
年

90 年間続いた国の隔
離政策が正式に廃止

患者を強制隔離する方
針や懲戒規定は残った

「無らい県運動」により
強制隔離でのハンセン
病絶滅政策が本格化

昭和 18 年、３年の歳月をかけ完成した「敬愛橋」の渡り初め。
建設工事は入所者によって行われ、奉仕に次ぐ奉仕で病状が
悪化する人が相次ぐなど、大きな代償が払われた。

ハンセン病問題と星塚敬愛園の主な歴史

敬愛学園の児童たち。入所者の子どもたちも、幼く
して隔離生活を送った。（昭和 14 年）

風と雨の中、鹿児島へ向かう収容船を待つ
沖縄の患者（昭和 10 年）

収容された患者など（昭和 14 年）

写真提供：星塚敬愛園入所者自治会

　現在は、ハンセン病の治癒した高齢者が穏やかに暮らす国立
療養所星塚敬愛園。敬愛園は、地元大姶良村出身の衆議院議員・
永田良吉氏（後の鹿屋市長）が中心となって誘致し、昭和 10
年に開所しました。最も多い時で、1,347 人もの入所者がいま
したが、当時は医師や看護師などが不足。入所者が入所者を看
護・介護したり、園内での農作業や橋の建設などを行ったりし
ていました。無断外出が禁じられ、園外の社会と隔別された療
養所の中で、入所者たちは苦難の日々を送りました。

昭和２年沖縄県石垣島生まれ。13 歳の時
に、ハンセン病を発症し星塚敬愛園に入
所。現在は「語り部」として全国各地で
の講演等を行う。小説「あん」のモデル
となったことでも知られる。

　

星
塚
敬
愛
園
に
入
所
し
た
頃
は
、

仮か
り

初そ

め
の
住
ま
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
い
つ
の
間
に
か
80
年
も
の
年

月
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

沖
縄
の
高
等
女
学
校
１
年
生
の

時
、ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
私
は
、

治
療
の
た
め
、
昭
和
15
年
12
月
に
父

に
連
れ
ら
れ
沖
縄
か
ら
鹿
児
島
へ
。

垂
水
港
で
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
に
敬

愛
園
に
行
き
た
い
と
伝
え
る
と「
乗

せ
ら
れ
ま
せ
ん
」と
断
ら
れ
た
の
で
、

仕
方
な
く
一
昼
夜
歩
い
て
敬
愛
園
に

到
着
し
ま
し
た
。
と
て
も
の
ど
が
乾

い
て
、
水
を
く
だ
さ
い
と
職
員
に
お

願
い
し
ま
し
た
が
、「
コ
ッ
プ
を
触

ら
な
い
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
父
は

怒
り
ま
し
た
が
、
泣
く
泣
く
水
を
手

で
す
く
っ
て
飲
み
ま
し
た
。
こ
れ
が

私
が
初
め
て
体
験
し
た
差
別
で
す
。

　

辛
い
日
々
の
中
で
も
絶
対
に
社
会

復
帰
す
る
と
決
め
て
い
た
私
は
、
園

内
の
学
校
に
行
か
ず
治
療
部
で
働
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
大
人
の
患
者

の
お
む
つ
を
洗
お
う
と
し
た
時
、
両

手
を
熱
湯
に
突
っ
込
み
大
や
け
ど
。

適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
私
の
手
の
指
は
曲
が
っ
た

ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

18
歳
の
時
、
敬
愛
園
に
入
所
し
て

い
た
男
性
と
結
婚
。
当
時
は
結
婚
す

る
と
、
12
畳
半
一
間
で
仕
切
り
の
な

い
部
屋
に
４
組
の
夫
婦
で
一
緒
に
住

ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
仕
切
り
代
わ

り
に
な
れ
ば
と
夫
が
ち
ゃ
ぶ
台
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

結
婚
後
す
ぐ
、
夫
の
ふ
ん
ど
し
に

血
と
薬
剤
が
つ
い
て
い
た
の
で「
ど

う
し
た
の
」
と
聞
く
と
、
結
婚
の
届

を
出
し
た
際
、
子
ど
も
が
で
き
な
い

よ
う
に
と
断
種
さ
せ
ら
れ
た
と
の
こ

と
。
私
は
悔
し
か
っ
た
。
子
ど
も
が

好
き
で
、
結
婚
し
外
の
社
会
に
出
よ

う
と
思
っ
て
い
た
の
に
。
夫
婦
用
の

長
屋
が
完
成
し
た
時
、
断
種
し
た
順

番
に
入
居
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
の
病
気
の
こ
と
で
、
沖
縄
の
家

族
も
大
変
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。
沖

縄
の
同
級
生
は
戦
争
で
ほ
と
ん
ど

亡
く
な
り
、
写
真
が「
ひ
め
ゆ
り
平

和
祈
念
資
料
館
」
に
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
は
役
目
を
与
え
ら
れ
、
今
日

ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
に
な
っ
た
こ
と

を
後
悔
し
て
い
ま
せ
ん
。
教
師
の
夢

は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
は
講

演
活
動
で
子
ど
も
た
ち
に
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の

差
別
・
偏
見
は
、
ま
だ
ま
だ
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
啓
発
活
動
を

元
気
に
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者

上
野
正
子
さ
ん
の
体
験

ワゼクトミー
　ハンセン病療養所内での結婚では、
男子の輸精管切除による断種手術（ワ
ゼクトミー）が絶対条件とされました。
また、女性は強制堕胎を強いられ、療
養所内で子どもを持つことは許されま
せんでした。

断種手術と中絶
　大正５年、ハンセン病患者を処罰・
監禁できる権利（懲戒検束権）が、療
養所の所長に与えられました。敬愛園
でも開園と同時にできた「監禁室」で、
園外に出た人や職員の意に従わない
人、食糧事情の改善を求めた人などが、
裁判によらず園長の一任によって罪状
を決められ、監禁室に放り込まれまし
た。

懲戒検
けん

束
そく

権と監禁室
　療養所に入所するも満足な治療を受
けられなかった入所者たちは、豚や乳
牛の飼育、農耕作業、グラウンド作り
や火葬業務など、生活での様々な仕事
を自分たちで行っていました。また、
入所者の看護・介護も自分たちで行っ
ていました。
　昭和 28 年の「予防法闘争」で完全
看護へ向けた機運が高まると、昭和
44 年に不自由者棟の看護について職
員への切り替えが完了するなど、入所
者が行っていた仕事は職員へ徐々に移
行されました。

入所者による労働

家族を想うがゆえに…
　入所していることが世間に知られる
と家族に迷惑がかかるという思いか
ら、別の名前を名乗る人や、本籍を星
塚町に変更する人が多くいました。
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貞
てい

明
めい

皇后が昭和 14 年に職員へ
向けて詠

よ

んだ歌を顕彰。園内
一高い「望郷の丘」に立つ。

つ
れ
づ
れ
の

 
友
と
な
り
て
も
慰
め
よ

  

行
く
こ
と
か
た
き

   

わ
れ
に
代
わ
り
て

学ぼう。
未来のために

交
流
が
お
互
い
の

　
垣
根
を
無
く
す

昭和 12 年屋久島生まれ。11 歳の時
にハンセン病を発症し星塚敬愛園に
入所。「星塚町の町民」のために施
設や各機関との調整・交渉役を担う。
敬愛園以外での勤務経験等も持つ。

星塚敬愛園入所者自治会長

岩
いわ

川
かわ

 洋
よう

一
いち

郎
ろう

 さん（82 歳）

親子療養所訪問に初参加した、
野里町在住の

昭和 58 年～平成 14 年に使用
され、平成８年までは入所者
による火葬業務が行われた。

敬愛園に残る歴史を訪ねる

寄付金をもとに入所者の奉仕
で 昭 和 14 年 に 完 成。 ３ 年 で
161 柱もの遺骨が納められた。

観音開きの鉄扉があったこの門
からは、多くの患者が収容され
た。今は門柱のみが残る。

収容門

今年で 41 回目を迎えた自治会主催の夏祭りに
は、約 2,000 人が訪れた。地域住民との交流を
続ける岩川自治会長の想いとは ･･･。

御
おん

歌
か

碑
ひ

火葬場
（３代目）

納骨堂
（初代）

瀬
せ

戸
と

口
ぐち

 香
か

奈
な

恵
え

 さん（左）

　　　 皓
ひろ

華
か

 さん（右）

　　　　（小学４年生）

鹿屋市ハンセン病
問題啓発講演会
市では、ハンセン病問題に
ついて理解を深めるため、
啓発イベントを開催します。

映画上映
　「ふたたび s

スウィング

wing m
ミー

e a
アゲイン

gain」
　※ハンセン病元患者とその孫の交流を描いた映画

ハンセン病問題に関する講演

●日時
　10 月 19 日（土）　13:30 ～（予定）
●場所
　リナシティかのや３階ホール
※鹿屋市ふれあい福祉まつり（仮称）と同時開催
●料金　無料
問市保健相談センター　℡ 0994-41-2110

隔たりのない社会へ　～ ハンセン病問題を理解する ～

現
在
の
星
塚
敬
愛
園

　

今
、
星
塚
敬
愛
園
で
は
、
ハ
ン
セ

ン
病
の
治
癒
し
た
入
所
者
１
１
６
人

（
８
月
１
日
現
在
）が
、
充
実
し
た
医

療
・
介
護
の
提
供
を
受
け
な
が
ら
、

「
終つ
い

の
棲す

み
か家

」と
し
て
穏
や
か
な
暮
ら

し
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
平
均
年

齢
は
87
歳
を
超
え
、
ハ
ン
セ
ン
病
の

話
を
直
接
聞
く
こ
と
の
で
き
る
機
会

は
、
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

療
養
所
訪
問
で
の
交
流

　

７
月
31
日
、
市
内
を
含
む
県
内
の

子
ど
も
た
ち
が
星
塚
敬
愛
園
を
訪
れ

交
流
す
る
、
県
主
催
の「
親
子
療
養

所
訪
問
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
近
く
に
あ
っ
て
も
星
塚
敬
愛
園

に
来
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
始
ま
る
前
に
語
っ
た
の
は
、

市
内
在
住
の
瀬
戸
口
香
奈
恵
さ
ん
。

一
緒
に
参
加
し
た
娘
の
皓
華
さ
ん
の

優
し
い
心
が
育
つ
機
会
に
な
れ
ば
と

思
い
、参
加
を
決
め
た
と
い
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
園
内
の
施
設
を
見
学

し
た
後
、
納
骨
堂
と
慰
霊
碑
を
訪
れ

献
花
。
社
会
交
流
会
館
で
は
、
職
員

の
餅も
ち
は
ら原
美み

ほ

こ
保
子
さ
ん
の
説
明
を
熱
心

に
聞
き
な
が
ら
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史

を
学
び
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
た
入
所
者
と
の
交
流
の
時

間
。
初
め
は
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も

た
ち
も
入
所
者
の
笑
顔
に
触
れ
て
緊

張
が
ほ
ぐ
れ
、
昔
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

ハ
ン
セ
ン
病
の
こ
と
な
ど
様
々
な
こ

と
を
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
療
養
所
訪
問
」
が
終
わ
っ
た
後
、

皓
華
さ
ん
は
、「
入
所
者
の
方
は
、

体
が
不
自
由
で
も
気
持
ち
が
前
向
き

だ
と
思
い
ま
し
た
。
も
っ
と
ハ
ン
セ

ン
病
の
こ
と
を
勉
強
し
た
い
で
す
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
の
世
代
に
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の

こ
と
を
伝
え
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
そ
の

歴
史
を
学
ん
で
交
流
を
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

星
塚
敬
愛
園
入
所
者
自
治
会
で

は
、地
域
の
皆
さ
ん
と
の「
共
生
」「
交

流
」「
啓
発
活
動
」
を
活
動
の
３
つ
の

柱
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
と
の
交
流
で
転
機
と

な
っ
た
の
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
し

た
。「
手
袋
軍
団
」
と
呼
ば
れ
相
手
に

足
で
ボ
ー
ル
を
返
さ
れ
る
な
ど
さ
れ

て
い
た
星
塚
チ
ー
ム
が
日
本
一
を
獲

得
す
る
と
、
世
間
の
見
方
が
変
わ
り

交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。
今
も
多
く

の
方
々
が
敬
愛
園
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、「
祖
母
か
ら『
ら
い
病
』
が

う
つ
る
か
ら
敬
愛
園
に
行
く
な
と
言

わ
れ
た
」
と
い
う
子
ど
も
が
い
ま
し

た
。
今
で
も
一
般
社
会
に
は
差
別
・

偏
見
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
セ
ン

病
は「
ら
い
菌
」
に
よ
る
感
染
症
で

す
が
、
感
染
力
が
非
常
に
弱
く
、
完

全
に
治
る
病
気
だ
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

今
、
入
所
者
は
、
敬
愛
園
の
職
員

の
方
々
か
ら
、や
さ
し
い
言
葉
と
心
・

笑
顔
を
も
ら
い
な
が
ら
余
生
を
送
っ

て
い
ま
す
。
私
の
願
い
は
、
入
所
者

が
今
ま
で
の
苦
労
を
忘
れ
、
良
い
人

生
だ
っ
た
と
思
い
な
が
ら
生
涯
を
終

え
ら
れ
る
こ
と
。
自
治
会
活
動
が
で

き
る
う
ち
に
、
今
後
の
敬
愛
園
の
あ

り
方
な
ど
、
決
め
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
私
た
ち
が

生
き
て
き
た
歴
史
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
年
に
１
回
は
敬
愛
園

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
と

交
流
し
ま
し
ょ
う
。

国立ハンセン病療養所星塚敬愛園歴史資料館

社会交流会館 星塚の歴史

◀「研修活動等でも活用してください」 と

　語る学芸員の石
いし

井
い

千
ち

尋
ひろ

さん。昨年赴任し、
　資料収集や調査研究を行っている。

平成 26 年にリニューアルオープン。
園内で過ごした人々の苦難の歴史を今
に伝える資料やパネル、実際に使われ
た道具等が展示され、ハンセン病問題
について学ぶことができます。

●開館時間　9:00 ～ 16:30
●休館日
　土・日曜日、祝日、年末年始
●入館料　無料

問社会交流会館 星塚の歴史
　℡ 0994-49-2500

９月 30 日まで
「風見治遺作展」

　　 を開催中

（星塚町 4204）
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